
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

地震・水災におけるマンション特有の被害 

①上階層のゆれ 

  １階が震度６弱の場合、１５階は震度６強相当の揺れ 

②共用部分の破損 

  玄関ドアや防火扉の変形、廊下やバルコニーの崩落 

③給排水設備の破損 

  配管の破損による断水、排水不能 

④停電の影響 

  エレベーター、オートロック、給水ポンプの停止 

⑤台風による被害 

  地下機械室等への浸水、飛散物による破損 

 

各世帯でできるマンション防災 

①室内の地震対策 

 レイアウトを工夫し、家具を固定しましょう！ 

②自宅で生活するために 

 必要な量を計算し、飲料・生活用水、食料品を備蓄しましょう！ 

③被害発生に備える 

 避難経路・初期消火に必要な設備を事前に確認しましょう！ 

④避難先を決めておく 

 ハザードマップ、避難所、医療と給水の拠点を事前に確認しましょう！ 

⑤安否方法の確認 

 災害伝言ダイヤル（１７１）、など安否確認ツールを活用しましょう！ 

⑥情報収集の方法 

 防災アプリ、防災無線、ラジオなど信頼できる情報を入手しましょう！ 

東京消防庁 小岩消防署 警防課防災安全係 ℡ ０３－３６７７－０１１９内線３２０ 

 

江戸川区防災アプリ 

 
東京都防災アプリ 

東京消防庁公式アプリ 

 

マンションにお住いの皆様 

 

 

 

もっと知りたい！ 

 

  

 

   
 

e-mail：koiwa2tfd.metro.tokyo.jp@ 小岩消防署ホームページ 
お問合せ先 



 

マンションには、消火器又は規模により屋内消火栓が設置されています。 

次の手順で消防隊が到着する前に初期消火を行うことが重要です。 

 

自衛消防訓練・防火防災訓練は、小岩消防署へご相談ください。 

火災を発見したら「火事だ！」と周囲に知らせ、 

近隣住民に消火と通報の協力を求めることが重要です。 

 

 

屋内消火栓を使用する場合 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

１号消火栓（２名以上で実施） ２号消火栓（ノズルに開閉弁が付いており１名で操作可） 

起動ボタンを押します。 

扉を開けます。 

ホースを延長します。 

補助者がバルブを開けます。 

放水して消火します。 

ノズルを取り出します。 

バルブを開きます。 ホースを延長します。 

ノズルの開閉弁を開けます。 放水して消火します。 

※管轄により近隣消防署や出張所が担当することもあります。 

消火器を使用する場合 


